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広報担当やリポーターが、皆さんのところにおじゃまします。
地域の行事など、身近な情報をお寄せください。
問地域づくり振興課　広報くじ担当　☎52－2116　ＦＡＸ52－3653 梅沢　政隆

リポーター
大久保勝男
リポーター

梅沢　政隆
リポーター

大久保勝男
リポーター

大石　純夫
リポーター

市長から記念品を
受け取る小野寺友
さん親子

地域の魅力をさらに発信
道の駅いわて北三陸来館者200万人達成� ６月8日

 道の駅いわて北三陸が、来館者200万人を達成しまし
た。節目の来館者となったのは、八戸市から訪れた小野
寺亜希さんと友

とも

さん親子。「三陸沿岸道路ができてから
来やすくなり、公園があるのでよく遊びに来ます。200万
人目になり驚きました」と笑顔を見せていました。

１／間近で見学できる朝稽古　２/力士と記念撮影　３/久慈警察署が二十山親
方を安心・安全アンバサダーに任命。来場者へ防犯を呼びかけました　４/白銀
のひかりを手に笑顔の栃大海関　５／力士に挑むくじあさひ認定こども園の園児
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地域住民と一緒に
ホームを清掃する
生徒ら

地域の駅に感謝を込めて
宇部中学校環境美化奉仕作業� ５月29日

 宇部中学校の生徒30人が、地域住民と三陸鉄道陸中宇
部駅を清掃しました。同校が20年以上続けている活動で、
たわしや雑巾を使い、ホームや手すり、階段などを清掃。
３年の宇部陽

は る と

斗さんは「自分も三陸鉄道を利用するので、
感謝の気持ちを込めて清掃しました」と汗を拭いました。

無形民俗文化財「枝成沢虫まつり」� ６月１日

　虫まつりが中央市民センター枝成沢分館で開催され、
約60人が参加しました。参加者は、わら人形を担ぎなが
ら歩き、五穀豊穣や無病息災を祈願。久慈翔北高等学校
１年の山

やまずみ

居雄
ゆうだい

大さんは「地域の伝統行事として、保育園
の頃から毎年楽しみに参加しています」と語りました。

五穀豊
ほ う じ ょ う

穣を願う

雨天のため、体育
館で行われた虫ま
つり

功績と愛を語り継ぐ
名誉市民タマシン・アレン先生の愛を語る会� ６月７日

アレンさんの墓前
で黙とうを捧げる
参加者

　タマシン・アレンさんの命日に合わせ、有志約20人が
功績や思い出を語りました。牧師の矢幅牧

まき

さんは「アレ
ンさんは、久慈の文化や人を心から大切にした人。生活
の向上だけでなく、精神的にも豊かにしてくれた存在と
して、多くの人に知ってほしいです」と心境を語りました。

ビールとともに炭
火で焼いた短角牛
を堪能する来場者

世界に誇る短角牛を堪能
山形村短角牛BBQ＆ベアレンビールフェス� ６月１５日

　山形村短角牛とベアレンビールを一度に味わえるイ
ベントが中町イベント広場で開催され、約５００人が来場。
世界に誇る肉とクラフトビールに酔いしれました。会場
ではKUJI街なか音楽祭も同時開催。バンド演奏やダ
ンスが披露され、来場者は食と音楽を満喫しました。

ナニャドヤラ太鼓を楽しく学ぶ
盆踊り太鼓教室（全4回）� ５月３０日

ナニャドヤラの音
頭に合わせ太鼓を
練習

　小久慈市民センターで太鼓教室が行われ、12人が盆踊
りの太鼓を学びました。参加者は、講師の中塚由美子さ
んの指導で太鼓の打ち方を練習。踊りながらの練習では、
始めは戸惑いながらも次第に上達を見せ、夏の盆踊り大
会での披露に向けて、意気込んでいました。（大久保）

協力してコスモス園を整備
コスモス園環境整備� ６月７日

暑い中、子供たち
も参加して作業し
ました

　夏井川堤の景観を創る会が、夏井町のコスモス園の環
境整備を開催。約20人が園内の草刈りやコスモスの種ま
き、ゴミ拾いを行いました。10月には見事な花が咲く中
で、地域住民が芸能発表や農産物・手作り作品の販売を
行うコスモス園まつりが開催される予定です。（梅沢）

色とりどりの花を
植えるクラブ会員

門前老人クラブ花植え� ５月１１日
通学路を花で彩る

 門前老人クラブの約15人が、久慈夏井線沿いの花壇へ
花植えを行いました。花苗は久慈翔北高等学校から贈ら
れたもので、同校の通学路でもある歩道沿いへ植えられ
ました。西政弘会長は「毎年草取りを行っていますが、
今年は花を植えられて良かったです」と目を細めました。

入院患者の手を洗
う体験をした生徒

ふれあい看護体験� ５月２８日・２９日
看護への理解を深める

　県立久慈病院が看護の日に合わせて看護体験を開催。
久慈や洋野町の中高生約４０人が看護師の仕事や入院患者
とのふれあいを体験しました。久慈高等学校３年の藤原
憧
しょういちろう

一郎さんは「自分では当たり前にできることを手伝う
難しさが体験できました」と充実した表情を見せました。

大相撲春日野部屋夏合宿� ６月１３日～１８日
春日野部屋夏合宿で地域に活気

　大相撲春日野部屋が12回目となる久慈市での夏合
宿を行い、５月場所で新入幕を果たした栃大海関ら
約２０人が、宇部煎餅店相撲場で稽古に励みました。
朝稽古は無料公開され、連日相撲ファンが足を運び、
ました。力士らは稽古の合間に、学校や福祉施設な
どを訪問。地域住民と交流を深めました。13日には、
いわてのお米ブランド化生産販売戦略推進協議会と
岩手県白銀のひかり栽培研究会が、来場所での活躍
を期待し春日野部屋に「白銀のひかり」１００㌔を贈呈。
二十山親方は「地域の皆さんに応援してもらい、ま
ちも力士もお互いに活気が出ていると感じています。
久慈のおいしいものを食べて稽古に励み、名古屋場
所に向けて力をつけていきます」と意気込みました。

５

防災行政無線の録
音を行う久慈翔北
高等学校の生徒

高校生が投票を呼びかけ
選挙の投票啓発放送録音� ６月１８日・１９日

　市選挙管理委員会が、7月の参議院議員通常選挙の投
票を促す放送の録音を行いました。市内の高校生８人が
音声を担当。久慈翔北高等学校3年の林下一

い っ と

斗さんは「1
票で変わることがあると思うので、少しでも投票に参加
する人が増えてほしいです」と声に力を込めました。
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